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「子どもの最善の利益」を第一に考え，子どもと子育て家庭への支援を行う事が，私たち

保育所職員の果たす責務である。ニュース等で聞く“不適切保育”について、保育士自身が

どのように感じ、自分の保育を振り返ることができているか、保育が「子どもの人権に配慮

した」内容になるために，振り返りの一つの手立てとしてチェックリストを活用する。 

令和７年度は人権擁護に関するチェックリストを保育士個人が行い、園長がまとめたも

のである。 

 

＜チェックリストについて＞ 

１．保育は日々忙しく，ともすると子どもの気持ちや願いに心を寄せようとせず，保育士等

の思いのままに管理して子どもを動かそうとする傾向に陥りがちである。保育士が子ども

に対して，「何気なくしている事が，人権を侵している事にならないか」と意識すると，保

育も変わっていく。 

 

２．このチェックリストは，基本的には自己チェックリストを前提として作成したが，内容

によっては，自分に該当する事だけではなく，保育中の同僚の行動が気になるという事もあ

ると思う。自己チェックだけでなく様々な形で活用し，チェックする時期や回数等，検討し

て取り組んでください。その場合，職員に対する批判の材料にはせず、チェックをする事で

「気付き」に繋げ，どうすれば良かったのか職場で話し合いを持ちながら，職員間の共通理

解や研鑽を深めるきっかけにする。 

 

３．このチェックリストの項目は，保育の全てを網羅していないが、保育士等が子どもと接

する時は一人の尊厳ある人間としてとらえ，「自分がそうされたら・・・どうなるだろう」

と，立ち止まって考える事が，人権に十分配慮するという意味でもとても大切である。 

 

４．子どもの生命や安全を守らなければならない場合は，子どもの人権を優先できない事も

あるかもしれない。その事を問題とはしておらず、また，保育士も人である。叱りすぎたり，

子どもの気持ちを無視してしまう事もあるかもしれないが、その時は「ごめんね」という気

持ちを伝えることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 食事に関するチェック  

 

・食事は園児にとって楽しい時間である一方、のどに詰める等事故が起こる可能性が高

い危険な場面でもある。特に乳幼児は咀嚼力や嚥下力、好き嫌いなど個人差が大きく、調

理段階での配慮は当然であるが、援助する保育士によって、見守りが不可欠である。 

・よく食べる園児が多数であるが、食べなかったり、泣いていたり、食事場面では様々な

出来事がある。保育士も気長にいくものの、食事自体を拒否する園児もおり、対応に悩む

場面もある。人権に配慮するということは、保育士自身も理解はしており、保育園だけで

なく、家庭生活での配慮や食環境を伝えあいながら、子どもの生きる力である食を進めて

いきたいと感じる。 

・食事スピードがまちまちであり、時間内に食べ終わる子がほとんどの中、一部の園児が

時間がかかることが度々ある。子どもの食べる様子に配慮しながら、食べ終わった子ども

から片付け、保育士は状況を見ながら食事時間を使っている。就学までには落ち着いて給

食時間を過ごせることを目指して取り組んでいる。 

 

２ 着替え、排泄、午睡に関するチェック  

 

＜着替え＞ 

・園児が汗をかいたり、食事等で汚れたりして着替えをする場面は多々あるが、日常的に

衣服を脱いだままトイレに行ったり、長い時間そのままの格好だったり、食事を取ったり

することがないようにしている。 

・夏場のプール活動は、年中～年長児は着替えの際についたてを立てるなど、本人の気持

ちに配慮を行っている。 

・０～２歳児は自分で脱ぎ着することが十分できないため、保育士の援助が必要である

ため、他児を見守りしながら、手早く着替えさせる等配慮を行っている。 

・着替えバックの中身の衣替えが行われていない場合、保護者にさりげなく伝えるなど、

園児が快適に過ごせるよう配慮している。 

＜排泄＞ 

・園は集団生活であるため、同じ時間帯にトイレにいくことはよくある。３歳以上児にな

ると、「トイレに行ってきます」「今はトイレ行かない」など、自分の排泄ペースを教える

ことができるため、個別配慮ができている。 

・おねしょ等の情報を、子どもがいる前で保護者に伝えることはある。人権配慮という観

点では、本人や他児に聞こえないように伝えることが大切と気づく。 

・トイレに関しては、保育士がこまめに掃除をし、清潔を心が。子どもが安全に使えるよ

うに常にしている。 

＜午睡＞ 

・ふざけている子どもや、寝ずに動き回っている子どもがいることが以前はあったが、保

育士が音楽や入眠の儀式を工夫することにより、静かに布団に横になる習慣が身につい

ている。 

・昼寝時は、人の布団を踏まない、寝ている人の体をまたがないなど、保育士自身が子ど

もの手本となる行動をとる。 



３ クラス活動における人権配慮について  

 

・昔のように性別で色や持ち物を区別することや、「女の子らしく」「男の子らしく」とい

う声掛けをすることも少なくなるが、自分の性別認識や好みは子どもの中にもあると思

われ、本人が選ぶキャラクター（お姫様や戦隊もの等）は尊重する保育をしている。 

・園児の前で、家庭環境等個人情報を保育士同士や保護者とやり取りする場面はある。子

どもの前でむやみに言っていないか、再度見直す必要があると感じる。子どもも大人も保

育士も差別されない、個人の権利を守ることを意識する。 

・泣いたり、困っている子どもを放置することはないが、子どもの気持ちに寄り添う保育

ができているか、保育士の中には「これでいいのかな」と、不安を感じながら業務を行っ

ている様子がある。 

・子どもの腕や体を強く引っ張ったり、子どもの頭等を叩く行為は暴力行為にあたる。子

どもに対し、愚痴や侮辱、強い口調でいうことは精神的苦痛を伴う虐待行為である。保育

園でそのような行為をしないことは、職員会で折に触れ伝えている。 

 

 

 

＜これからの課題＞ 

・保育に対する価値観の違いや、方法の取り方が、個人によってまちまちなところは否めず、

各自を尊重しながら、子どもにとって楽しい環境を作っていくことが課題である。 

・なかなか園生活に慣れない園児や、自分の気持ちを通したい月齢の子どもの対応に、日々

工夫をしながら保育を進めているが、２～３ヶ月続いてくると、保育士も疲弊する場面も見

られる。 

・保護者はほぼ協力的であり、こちらの話に耳を傾けてくださる方ばかりなので、家庭と連

携を取りながら、子どもたちの最善の利益を優先しているところである。 

・園生活に慣れた子どもは、担任保育士と話しをしながら、安定した園生活を送っている。

体調不良やその日の気分等で様子が変わることもあるが、子どもたち自身は喜んで園に来

てくれていると感じており、引き続き安心な園作りに努める。 

 

 

令和７年７月１７日作成 


